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GBIFサイエンスレビューの 
入手方法



日本生物多様性情報イニシアチブ(JBIF) 
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GBIFサイエンスレビュー 

S-NetやGBIFに提供した 
データの活用例がわかる 

研究・展示のヒントを見つける



実際に載っている研究例



GBIF Science Review No. 11



古代エジプト人は何に噛まれたのか？ 
Brooklyn Medical Papyrusに記述された 
ヘビを特定するためのニッチモデリング



Brooklyn Museum蔵

Brooklyn Papyrus 
 紀元前660-330年頃の医学書



Brooklyn Museum蔵

Brooklyn Papyrus 
 紀元前660-330年頃の医学書

37種の毒ヘビに関する 
噛まれたときの症状・治療法・生存率 

現代のエジプトに分布しない種が含まれる 

なぜ噛まれた記述が現存しているのか？ 
当時のエジプトには生息していた？ 

交易先で噛まれた？ 

GBIFデータと気候データを用いて 
古代エジプト時代のヘビの分布を推定



古代エジプト王国の勢力範囲 
現在のエジプト・スーダン北部・リビア東部

紀元前5000年ごろの植生 
森・草地・砂漠

McBride at al. (2023)



紀元前5000年ごろの植生 
森・草地・砂漠

現在の航空写真 
©Google

古代エジプトと現代の植生の違い

McBride at al. (2023)



MaxEntを用いた生息適地推定

最大エントロピー法（機械学習の一種） 
環境情報（降水量・気温・日照など）と生息地情報を 
組み合わせてその生物の生息に適した場所を推定



© thierry_aebischer_chinko (CC-BY-NC) 
https://www.inaturalist.org/observations/222129449

ブラックマンバ Dendroaspis polylepis



古代エジプト王国の勢力範囲 
現在のエジプト・スーダン北部・リビア東部

紀元前5000年ごろの植生 
森・草地・砂漠

McBride at al. (2023)



紀元前4000年ごろの生息適地 現在の生息場所（GBIF）

McBride at al. (2023)

古代エジプト王国には、現代のエジプトにいない 
ブラックマンバが生息していたかもしれない



候補となる毒ヘビ10種の分布(GBIF, iNat, 文献)  
+  

現代の気候データ (WorldClim) 
↓ 

10種のヘビの生息適地モデルを作成 
↓ 

生息適地モデル + 紀元前5000年の気候予測データ 
↓ 

古代エジプト王国における毒ヘビ各種の分布を推定 

結果 
候補となった10種の毒ヘビのうち 
9種はエジプト王国に分布していた 

1種（Causus rhombeatus）は交易先で噛まれた

McBride at al. (2023)
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10種のヘビの生息適地モデルを作成 
↓ 

生息適地モデル + 紀元前5000年の気候予測データ 
↓ 

古代エジプト王国における毒ヘビ各種の分布を推定 

結果 
候補となった10種の毒ヘビのうち 
9種はエジプト王国に分布していた 

1種（Causus rhombeatus）は交易先で噛まれた 
GBIFデータを使って生物の分布を推定できる 
古い時代の分布も予測できる（例えば万葉集に登場

する生物の分布変化も分かるかも？）
McBride at al. (2023)



GBIF Science Review No. 11



シギダチョウの種分化における卵の色の特徴的変化



シギダチョウ目 Tinamiformes 
中南米に生息する比較的地味なほぼ飛べない鳥



シギダチョウ目 Tinamiformes 
中南米に生息する比較的地味なほぼ飛べない鳥

種間で卵の色彩が大きく異なる 
なぜ多様な色の卵を持つようになったのか？



シギダチョウ卵の多様な色を説明する仮説 

・警戒色 
→捕食者は視覚より嗅覚に依存しており× 

・交尾シグナル仮説 
→シギダチョウはオスが複数のメスの卵を抱卵。卵の色
はオスの育児意欲の刺激に寄与？ 

本研究 
卵の色が交尾相手認識や種間交雑回避に 

寄与しているのでは？



卵の色が交尾相手認識や種間交雑回避に 
寄与しているのでは？ 

・卵の色はさえずりと共進化している？ 

・卵の色やさえずりは生息環境に応じて分化
している？ 

・さえずりが似ている種ほど卵の色は異な
る？



GBIFデータの活用 

卵の色（博物館標本・iNat） 
生息場所（GBIFオカレンス） 
→生息場所の重複も調査 

GBIFの大規模データ 
だからこそできる研究！



シギダチョウ各種の系統・卵色・生息環境

種名↑卵色・生息環境
Li at al. (2023)



近縁で生息環境が重複する種ほど 
卵の色が異なる 

→生殖隔離に寄与している
Li at al. (2023)



卵の色が交尾相手認識や種間交雑回避に 
寄与しているのでは？ 

・卵の色はさえずりと共進化している？ 
→相関していた 

・卵の色やさえずりは生息環境に応じて分化している？ 
→開放環境では暖色傾向、森林では多様な色彩 

・さえずりが似ている種ほど卵の色は異なる？ 
→同じニッチを共有する近縁種同士では卵の色の差異が
大きい 
→卵の色が種間交雑を防ぐ役割を持つ可能性を支持



GBIFサイエンスレビューを 
ぜひご活用ください！

https://gbif.jp/library/
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